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はじめに 
 

美郷町教育委員会では、第３次美郷町総合計画における基本目標の中でも特に

関連のある「豊かな心と人材を育てるまち」、「賑わいで活気があふれるまち」と

いう目標達成に向け、「次代を担う子どもの育成」、「心を豊かにする生涯学習の

創出」、「つながりが生まれる交流の創出」という基本施策のもと具体的な事務・

事業に取り組んでおります。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育委員会は、毎年、その

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することになっておりま

す。 

美郷町教育委員会でも、教育行政サービスの質の向上と効率化の実現のため、

外部評価委員の意見を取り入れながら事務・事業の点検及び評価を行う、「美郷

町教育委員会外部評価システム」を導入しております。 

本報告書は令和５年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付して報告す

るものです。 

この美郷町教育委員会外部評価システムを十分に活用し、子どもたちの豊かな

人間性を育み、将来の美郷を担う「みさとの子」を育成するために、家庭・学校・

地域が一体となって教育の充実を目指してまいります。また、住民一人ひとりが

生涯を通じて生きがいをもって生活できるよう、生涯学習や社会教育、スポーツ

活動を推進するとともに、地域への愛着と誇りを持てるよう、歴史と文化財の保

存と活用に取り組むなど、実効性の高い教育行政の推進とより信頼される教育委

員会を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月 

 

 

美 郷 町 教 育 委 員 会 
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１．美郷町教育委員会外部評価システムの流れ 

 

評価は、各事業等について担当課が評価シートを作成することから始まり、行政

内部による評価を行います。この行政内部による評価内容について、町民や学識経

験者で構成された「美郷町教育委員会外部評価委員会」から評価内容の客観性の検

証と、改善に対する助言等をいただきます。 

 その意見を参考に最終評価を決定し、議会へ報告を行い、その後、評価概要や評

価シートを公表します。公表によって町民の皆さまからいただいたご意見・ご要望

も今後の参考にし、将来の事業計画に反映していきます。以上のサイクルを毎年繰

り返すことで、事業の改善を進め、町民の目線に立った教育行政の運営に努めます。 

 

評価システムの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各課】 

評価シート作成 

（事務事業の点検・評価） 

【教育推進課】 

評価シートとりまとめ 

 

【教育推進課】 

最終とりまとめ 

【各課】評価シート修正 

評価委員会からの意見を受け、 

評価シートを修正する 

【教育推進課】 

評価結果公表 

広報、HP 等へ掲載 

【各課】事業実施 

【各課】事業計画 

予算、施策に反映 

 

議会報告 

美郷町教育委員会外部評価委員会開催  

評価について報告。意見、助言をいただく。 

町民意見等 

教育委員会へ提出 
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２．実施の方法 

 

Ⅰ．評価シートの作成について 

 

（１）評価の対象とする事業 

 評価対象事業は、町の総合計画の主要施策として定め、「令和５年度 美郷町

予算に関する説明書」にある事業とします。令和５年度は３７事業を評価の対象

としました。 
 

（２）内部評価における評価者（記入者） 

 内部評価（評価シート記入者）は各課の事業主担当者です。 
 

（３）評価年度目標、実績・成果等 

 外部評価委員からのご意見等を踏まえて今年度の評価年度目標を定め、活動実績

とその効果等については、具体的な数値等を用いて記入しています。 

 

（４）事業の評価 

必要性 

現在の町民ニーズや社会経済情勢に照らして、事業の必要

性があるかどうか、状況の変化に対応しているかどうかを評

価します。 

有効性 
施策や運営方針、町で策定した総合計画の目的の実現にど

の程度寄与しているかを評価します。 

経済・効率性 

事業のコストがかかりすぎていないか、最小の経費で最大の

効果を発揮しているか、無駄がないかなど、経済性の面から

評価します。また、事務作業に無駄がないか、更なる効率化

が図れないかを評価します。 

目標達成度 
目標の達成状況を評価します。併せて、目標の設定水準が

適切かどうかも検討します。 

 
 

●総合評価（内部評価および外部評価） 

 事業の各評価項目を勘案し、総合的に評価を行います。 

総
合
評
価
の
ラ
ン
ク 

Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている 

Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている 

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い 

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要 
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（５）判定説明及び考察 

 各評価項目の今後の課題や、抱えている問題点などについて、事業全体の視点か

ら捉えた総合的なコメントを記入します。 

 

（６）事業の方向性 

 内部評価結果を踏まえ、今後どのように事業を進めるかを選択しています。 

  

 

 

Ⅱ．外部評価委員会 

 

 教育に関する学識経験を有する者の知見の活用を図るため、美郷町教育委員会外

部評価委員会設置要綱に基づき、５名の委員の方々からご意見・ご指導をいただき

ました。令和６年８月２日に「第１回美郷町教育委員会外部評価委員会」を開催し、

総合評価ランクが妥当かどうか、また、事業効果や考察について検討しました。令

和６年８月２０日には「第２回美郷町教育委員会外部評価委員会」を開催し、外部

評価結果及び校正結果、評価委員意見などを最終確認しました。 

 

美郷町教育委員会 外部評価委員会委員 

（任期：令和８年３月３１日まで） 

 

 

 

 

氏  名 備    考 

中 村 裕 子 美郷町生涯学習奨励員協議会会長 

橘   正 幸 美郷町社会教育委員長 

樫 尾 順 子 元美郷町教育委員 

佐々木 竜 孝 千畑小学校評議員 

森 川 悌 一 
美郷町ＰＴＡ連合会会長 

美郷町立六郷小学校ＰＴＡ会長 
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３．美郷町教育の基本目標について 

 

美郷町教育の基本目標 

「豊かな心と人材を育てるまち」 

  ○学力向上対策の推進やふるさと教育・キャリア教育の強化などにより、次

代を担う子どもを育てるまちを目指します。 

  ○芸術・文化活動の強化や生涯スポーツの充実などにより、住民の豊かな心

を育むまちを目指します。 

 

「賑わいで活気があふれるまち」 

  ○連携している企業や自治体との交流や東京２０２０オリンピックのホス

トタウンのタイ王国との交流の推進などにより、人的・物的なつながりで

活気があるまちを目指します。 

 

 

基本理念 

◇ こども園・学校と家庭における基本理念 

豊かな人間性を育み、将来の美郷を担う人間の育成 

◇ 生涯学習・社会教育における基本理念 

豊かな心を育むまち・活気あるまちをめざして  

～ 自らデザインし、自ら学び、ともに支え合う地域づくりの実践 ～ 

 

各分野の施策 

◇ 家庭教育 

①  家庭教育１０か条に基づく家庭教育の推進 

②  家庭教育充実のための講座・講演会等の開催 

③  子育て支援冊子等の作成と活用 

④   放課後児童クラブにおける活動の充実 

  

◇ 就学前教育・保育 

①  認定こども園の教育・保育の充実 

②  子育て支援の充実 
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◇ 学校教育 

①   一人一人の可能性を最大限に伸ばすことを目指した知・徳・体の教育の

充実 

②   ふるさと教育・キャリア教育の充実 

③   夢中になって粘り強く取り組む体験の充実と様々な人との交流推進 

④   社会のグローバル化に対応できる子どもの育成を目指す国際教育の推進 

⑤  特別支援教育の充実と不登校傾向の児童生徒への支援の充実 

⑥  連携を重視した学校づくりの推進 

⑦  施設面等での教育環境整備 

 

◇ 生涯学習・社会教育と芸術文化の振興 

①   子どもたちの体験活動の充実 

②   家庭・学校・地域が連携した取組の推進 

③   時代の変化に対応し、豊かな生活を送るための学習機会の提供 

④   図書館の魅力向上 

⑤   読書に親しむ機会を増やす取り組み の推進 

⑥   優れた芸術や文化に直接触れる機会の提供 

⑦   芸術文化団体間の交流促進 

    

◇ 歴史と文化財の保存と活用 

①  歴史・文化財の保存と継承 

②  歴史・文化財の利活用による交流の促進 

 

◇ スポーツ振興 

①  スポーツ環境の充実 

②   スポーツ関連施設の利用促進 

③  安全、安心で誰もが楽しめるスポーツ施設の整備 

④  スポーツによる健康づくりの推進 

⑤  スポーツや文化・教育等を通じた国際文化交流の推進 
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４． 事業の評価結果 

 

 

（１）必要性 

町民のニーズに変化があり、事業を行う必要性があるか。 

 

事業を実施できなかった２事業を除く、３５事業で「十分必要である」また

は「おおむね必要である」と判断されており、町民ニーズの高さが表れていま

す。いずれの事業も必要不可欠な事業、制度として定着していると言えます。 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区分 
十分必要 

である 

おおむね 

必要である 

あまり 

必要でない 
評価なし 

令和５年度 

（37 事業） 

29 事業 

（78.4％） 

6 事業 

（16.2％） 
－ 

2 事業 

(5.4％) 

令和４年度 

（37 事業） 

30 事業 

（81.1％） 

5 事業 

（13.5％） 
－ 

2 事業 

(5.4％) 

 

 

（２）有効性 

施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。 

 

事業が実施できなかった２事業を除く、３５事業で「十分寄与する」または

「おおむね寄与する」と評価されました。町の施策や運営方針等、目的に沿っ

た事業と判断され、継続実施が望まれました。 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区 分 
十分 

寄与する 

おおむね 

寄与する 

あまり寄与 

していない 
評価なし 

令和５年度 

（37 事業） 

31 事業 

（83.8％） 

4 事業 

(10.8％) 
－ 

2 事業 

(5.4％) 

令和４年度 

（37 事業） 

30 事業 

（81.1％） 

5 事業 

(13.5％) 
－ 

2 事業 

(5.4％) 
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（３）経済・効率性 

事務効率化、コスト縮減しているか。 

 

事業が実施できなかった２事業を除く、３５事業で「十分できている」また

は「おおむねできている」と認められました。いずれの事業も事務の効率化、

コスト縮減に努めていると判断されました。 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区 分 
十分 

できている 

おおむね 

できている 

できて 

いない 
評価なし 

令和５年度 

（37 事業） 

21 事業 

(56.8％) 

14 事業 

(37.8％) 
－ 

2 事業 

(5.4％) 

令和４年度 

（37 事業） 

22 事業 

(59.5％) 

13 事業 

(35.1％) 
－ 

2 事業 

(5.4％) 

 

 

 

 

（４）目標達成度 

計画通りに目標を達成できたか。 

 

事業が実施できなかった２事業及び目標値に実績が達しなかった１事業を

除く、３４事業について、「達成できている」または「おおむね達成できてい

る」と判断され、ほぼ計画通りに目標を達成できていると評価されました。 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区 分 達成できている 
おおむね 

達成できている 

達成 

できていない 
評価なし 

令和５年度 

（37 事業） 

21 事業 

(56.8％) 

13 事業 

(35.1％) 

１事業 

（2.7％） 

2 事業 

(5.4％) 

令和４年度 

（37 事業） 

22 事業 

(59.5％) 

12 事業 

(32.4％) 

１事業 

（2.7％） 

2 事業 

(5.4％) 
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【事業の方向性】 

  

今後の事業の方向性では、「継続実施する」が最も多く、「さらに重点化する」

が次に多くなっています。今年度の意見を次年度以降に活かし、さらに実効性の

高い教育行政を推進することが求められました。 

 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区 分 
さらに 

重点化する 

継続 

実施する 

改善見直し 

を検討する 

休止、廃止 

を検討する 

令和５年度 

（37 事業） 

6 事業 

(16.2％) 

29 事業 

(78.4％) 

2 事業 

(5.4％) 

0 事業 

(0.0％) 

令和４年度 

（37 事業） 

8 事業 

(21.6％) 

26 事業 

(70.3％) 

2 事業 

(5.4％) 

1 事業 

(2.7％) 

 

【事業の方向性】 

【総合評価】 

 

総合評価において、新型コロナウイルス感染症等の影響や相手方の都合などに

より実施できなかった２事業については、評価できませんでした。その他の３５

事業について「Ａ」または「Ｂ」となり、優れた取り組みが多くあり、十分な成

果が得られていると評価されました。 

（上段：事業数、下段：（％）） 

区分 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価なし 

優れた取組が多

く、十分成果が上

がっている 

優れた取組がい

くつかあり、成果

が上がっている 

成果が十分に上

がっておらず、改

善の余地が多い 

成果がほとんど上

がっておらず、抜本

的な見直しが必要 
 

令和５年度 

（37 事業） 

25 事業 

(67.6％) 

 10 事業 

(27.0％) 
- － 

2 事業 

(5.4％) 

令和４年度 

（37 事業） 

27 事業 

(73.0％) 

 8 事業 

(21.6％) 
- － 

2 事業 

(5.4％) 
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【その他評価委員意見】 

 

〇新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行されて、普段の生活に近づいて

きているが、長いコロナ禍の慣れもあり住民の足も遠のき、事業への住民参加

や集客に苦労した事業も多かったと思うが、そのような状況において、事業内

容を工夫して取り組んでいただいた。 

 

〇児童生徒の高い水準の学力が継続されており、今後も新聞を活用した教育の推

進を図ってほしい。 

 

〇友好都市との学校間交流が２年間実施されていない学校がある。相手方の都合

もあり実施に至らない事情も理解できるが、できないなりにリモート交流など

工夫するべきである。 

 

〇外部評価委員として一部事業に案内をいただき実際に拝見した。現場で事業を

体験することは事業を評価するにあたり非常に有効となるので、今後も機会を

作っていただきたい。 

 

〇４年ぶりにキャリアスクールを実施でき良かった。「ふるさと美郷は宝箱」とい

うすばらしい教材を有効活用し、今後もふるさと教育・キャリア教育の充実を

図ってほしい。 

 

〇成人教育事業の中にある二十歳の集いについては、対象者が主体となって非常

に充実した内容で実施していただいたと思う。コロナ禍明けのため、参加率は

目標には届いていなかったが、高く評価してよいと思う。 

 

〇目標値が長年同じで、状況に応じて設定の見直しが必要と思われる事業もある。 

 

〇芸術文化交流促進事業については、大田区との交渉段階であり、事業として交

流を行うまでに至っていないことから、現段階で評価を行うことは正確性に欠

けるため、評価なしとする。ただし、令和４年度の新規事業として２年間事業

実施に至っていないことは残念であり、早めに今後の方向性を模索すべきであ

る。 

 

〇国際文化スポーツ交流促進事業では、コロナ禍がきっかけで交流が中止になっ

ており、やむを得ない事情によるものであり、これを受けて評価を行うことは

正確性に欠けるため、評価なしとする。特に、タイナショナルチームが定期的

に当町に訪問し交流することが現実的とは思えず、内容を検討する必要がある

のではないか。 

 



- 12 - 
 

５． まとめ 

 

令和５年度の重点的な施策として、豊かな人間性を育み、将来の美郷を担う人

間の育成を基本理念とした家庭教育、就学前教育・保育、学校教育の推進、豊か

な心を育むまち・活気あるまちづくりを基本理念とした生涯学習・社会教育と芸

術文化の振興、歴史と文化財の保存と活用、スポーツ振興に関する各種事業を推

進しました。 

新型コロナウイルス感染症も感染法上の５類に移行し、この間、長きにわたり

様々な制限を強いられてきた各事業は、コロナ禍からの解放とコロナ禍の経験を

踏まえた事業内容に配慮しながら、多様な住民ニーズに対し適正に業務執行され

たことが、「おおむね良好な事業執行である」という評価につながったものと考

えます。 

一方で、事業の衰退となることのないよう、事業に関わる地域住民、各種組織・

団体、連携企業や交流都市との良好な関係づくりと連携の強化を推進することが大

切であるという意見をいただきました。 

 今後は「第３次美郷町総合計画」に基づき、計画的、効率的に教育行政の推進に

努めるとともに、美郷町が目指す教育の基本的な方向性を示した「美郷町教育大綱」

のもと、一層充実した教育活動を展開して参ります。 

外部評価委員会の委員の皆さまには、事業評価シートの吟味･査読から、委員会

内での慎重な審議に至るまで大変お手数をお掛けしました。忌憚のないご意見を賜

り、公正な評価判定の指標とさせていただきましたことを、この場を借りて御礼申

し上げます。 
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○美郷町教育委員会外部評価委員会設置要綱 
平成２０年６月２日教育委員会訓令第４号 

 

（設置） 

第１条 美郷町教育委員会（以下「教育委員会」という。）の権限に属する、事務の管理

及び執行の状況についての点検及び評価を行うことで、地域の実情と住民ニーズに応じ、

より効果的な教育行政の推進に資するとともに、事務の管理及び執行状況についての透

明性の確保と町民への説明責任を果たすため、美郷町教育委員会外部評価委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

(１) 教育委員会が実施する事務の管理及び執行の状況についての点検と評価 

(２) その他委員会が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員５人以内で組織する。 

２ 委員は、教育に識見を有する者のうちから教育委員会が委嘱する。 

３ 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する者をもって充てる。 

４ 委員長は、委員会を代表し会務を総理する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 委員会は、必要があると認めるときは、会議の委員以外の者の出席を求め、その説明

又は意見を聞くことができる。 

５ 委員会の会議は原則公開できるものとする。ただし、公開することが相当でないと委

員会が認めるときはこの限りでない。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育委員会教育推進課において行う。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

 

附 則 

１ この訓令は、平成２０年６月２日から施行する。 

２ 第５条第１項の規定にかかわらず、第１回の委員会の会議は教育委員会が招集する。 

附 則（平成22年5月19日教委訓令第8号） 

１ この訓令は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年4月1日教委訓令第2号） 

１ この訓令は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（令和2年2月20日教委訓令第4号） 

１ この訓令は、令和２年４月１日から施行する。 


